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*質問順に掲載しています。 

 

 

Q1. 上場後、オペレーターと賃料の改定交渉はあったか？  

(回答) 

    長期固定の賃料契約をしており、賃料改定交渉はこれまでなかった。 

 

Q2.     ヘルスケアの経営環境をどう見ているか？人件費高騰による影響、人手不足の施設はあるか？ 

   (回答) 

業界全体としては、従来から人手不足となっているという認識。人手確保のために、NHI のオペレーター様の

中には、研修プログラムを経た外国人を施設従業員として受け入れているところもある。また、駅から徒歩圏

に所在する物件については、従業員確保がしやすいため、NHI は、その様な物件を昨今購入している。 

 

 

Q3.    パイプライン拡大の背景は？ 

   (回答) 

NHI はスポンサーサポートにより、ブリッジファンドの保有物件を、1 年で 140 億から 240 億に積み上げた。以

前は、個人オーナーが売主となるケースも多かったが、最近では、老人ホームの開発事業において、デベロ

ッパーによる持ち込みの物件売却ニーズが増加している。大和証券グループは、オリックスリビングの買収、

サムティへの資本提携など、より川上での取り組みをグループ全体で行っている。 

 

Q4.    今後の AUM 拡大意向をどう考えているか？パイプラインはあるが、投資口価格が上昇するタイミング 

待ちか？ 

   (回答) 

NAV 倍率が 1 倍割れであり、増資を行うことは困難なため、現状は AUM を拡大するタイミングではないと思っ

ている。 

 

以上 


